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○国際線夏期スケジュール就航便数の推移

（定期便のみ）

合計便数

旅客便数

貨物便数

○国際線就航状況＜2008年夏期スケジュール＞

（定期便のみ）

（年）

（便／週）

関空の国際線便数・ネットワーク（2008年夏期スケジュール）
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北米
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中国
48.3%
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韓国
6.8%

欧州
3.0%

その他
7.0%

香港

13.3%（26.5便）含む

関空の国際貨物便の地域別就航状況

３

北京：６．５

青島：６
（経由便２．５を含む）

上海：４５．５

厦門：７

香港：２９．５
（経由便３を含む）

広州：２．５

天津：５．５
（経由便０．５を含む）

関西空港関西空港

深セン：３．５
（経由便０．５を含む）

都市名横の数字は週間便数

大連：８．５
（経由便３便を含む）

（経由便８．５を含む）

日本最大の中国貨物便日本最大の中国貨物便
週週96.596.5便便

 
（貨物便全体の（貨物便全体の４７４７%%））

・

 

就航会社数１５社
・

 

就航都市数９都市
・

 

週間便数９６．５便

◆便数、就航都市数ともに成田を上回る日本最大の中国への貨物便ネットワークを形成
◆中国・アジア方面と充実したネットワークを保有する関空はアジアのゲートウェイ

方面 計

07S 87.5 27.5 23 12 7 6.5 13.5 177

08S 96.5 29.5 29 13.5 11.5 6 14 200

08Svs07S 9.0 2.0 6.0 1.5 4.5 ▲ 0.5 0.5 23.0

中国 東南アジア 北米 韓国 台湾 その他欧州

関空の国際貨物便就航状況（2008年夏ダイヤ）
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関空の深夜早朝時間帯の貨物便数推移
(23:00-06:00：成田空港の夜間閉鎖時間帯）
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2006年夏期 2007年夏期 2008年夏期

国際貨物 国内貨物深夜・早朝
２５％

（５０便）

昼間・夜間
７５％

（１５０便）

深夜・早朝
４５％

（９．５便）

昼間・夜間
５５％

（１１．５便）

週２４.５便

週１便

週４２.５便

週２.５便

週５０便

週９.５便

週２５．５便

週４５便
週５９．５便

【資料③】

2007.8
2 期供用完全２４時間化

関空の深夜早朝貨物便就航状況（2008年夏ダイヤ）
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最近の貨物動向（対前年度伸び率）
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全国平均・成田の伸び率を大きく上回る！！

＜輸出重量＞
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＜仮陸揚重量＞

国際貨物取扱量 前年比
関空 ３９．８万トン １１２％
成田 １０６．４万トン １０１％
中部 ８．０万トン ７５％

国際貿易額 前年比
関空 ３．７兆円 １０５％
成田 １１．８兆円 ９５％
中部 ０．９兆円 ９０％

＜総取扱重量＞

【資料⑤】

＜2008年上半期の動向＞

関空の最近の国際貨物動向

４

（前年比）

（前年比） （前年比）
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２期国際貨物地区
第１段階整備予定地区

２期島貨物施設整備予算

 

３５．５億円

整備内容

 

貨物エプロン５スポット
道路・トラックヤード等
一期貨物地区との連絡道路

１期国際貨物地区では、２００４年秋

以降、１０棟の貨物上屋を新設・増設

し、既に拡張余地がない

エプロンも、既存１４スポット全てを

同時に利用する時間帯が発生して

おり、既に狭隘化

関空２期貨物地区の整備動向

５



１．現状 ２．モデル事業（北米向け貨物便ネットワーク強化）

・関西、西日本から成田空港へトラックで貨物を輸送。
・特に北米に向けては３割以上が成田空港発。
・その結果、リードタイムも1日余分に要している。

北米向け貨物便ネットワーク強化

 
～関西・西日本の貨物は関空ら～

北米向け貨物便ネットワーク強化のモデル事業の概要

今回のモデル事業便のダイヤ設定（特に関空の午前発）では、競合す

 
る他の便の利用に比べて、明確なリードタイム短縮効果を把握するこ

 
とができなかったが、事後のヒアリング調査等で以下の効果が明らか

 
になった。

●ゆとりある集荷時間の確保（荷主は出荷時刻を遅らすことが可能）
●突発的な需要のオーバーフロー回避、直行便による輸送安定化

⇒荷主企業、フォワーダーからは概ね評価され、便数増・ダイヤ改善・
仕向け地拡充を求める声があった。

モデル事業の効果

関西
空港

成田
空港

北米へ

関西
空港

北米へ

・関西、西日本の貨物は関空利用促進をプロモーション。
・北米向け国際物流効率化（リードタイム１日短縮等）の検証。
・北米向け貨物便ネットワークのさらなる強化につなげる。

成田 中部 関空 福岡 その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アジア

北米

ＥＵ

西日本発の航空貨物の利用空港（重量ベース）

出所：財務省･税関「平成2006年9月輸出入貨物の物流動向調査」より作成

①期

 

間：2007年11月5日～2008年3月末
②対象便：

NCAのロサンゼルス便（Ｂ747、07年内は週2便、08年1月から週3便）
JALのロサンゼルス便（Ｂ747、08年1月から2月に週1便）
ANAのシカゴ便（Ｂ767、08年1月から週4便）

北米向け貨物便ネットワーク強化モデル事業

 
～関西・西日本の貨物は関空から～

荷主、フォワーダーから北米向け貨物便の便数や
スペース供給の強化について強い要望あり！
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関空深夜貨物便を活用した農水産物物流ネットワークの確立に向けた検討

関空深夜貨物便を活用した農水産物物流ネットワーク確立検討会議の設置（関空深夜貨物便を活用した農水産物物流ネットワーク確立検討会議の設置（H20.6.26)H20.6.26)
趣

 

旨

 

：

 

輸出量の拡大が見込まれる中国をはじめとするアジア地域への近畿産農水産物の輸出促進に向けて、関西国

際空港の深夜貨物便の活用による物流効率化を図る。

参

 

加

 

者

 

：

 

近畿運輸局（事務局）、大阪航空局、近畿農政局、大阪税関、神戸植物防疫所、関西経済連合会、関西国際空

港㈱、大阪府、和歌山県等

調査検討テーマ

 

：

 

近畿圏における農水産物の輸出実態調査、

 

関空深夜貨物便を活用した国際物流効率化モデル事業の実施

関空を活用した農水産物物流ネットワークの確立方策など

関空深夜貨物便を活用関空深夜貨物便を活用

８月１８日 ８月１９日

18:30 
頃通関

ＡＮＡ NH7983
03：

 

00 関空発
05：

 

55 香港着

ＪＡ
選果場

産地 ﾌｫﾜｰﾀﾞｰ上屋 航空上屋

和 歌 山 県 関 空 香 港

１6：30頃

 

農協発

税

 

関

19:30頃

 

ＡＮＡ輸出

 

上屋持込み

18:00頃

 

日通関空

 

支店持込み

07:00～

 

08:00頃

 

通関
08:15頃

 

引き取り
10:00頃

 

店舗着

ﾓ ﾃﾞ ﾙ 事 業

8:00頃

 

選果場

 

持込み

早朝

 

収穫

上屋税関航空上屋

機材へ

 

積込み

１日目 ２日目 ３日目

午後

 

選果場持込み
朝 ﾌｫﾜｰﾀﾞ

 

ｰ
上屋持込み

航空上屋

 

持込み
現地店頭へ

選果場生産者 ﾌｫﾜｰﾀﾞｰ上屋 航空上屋

産 地 関 空 現 地

検疫・通関
昼頃

 

フライト
午後
現地空港着

朝
市場せり

早朝
市場せり

夜
市場持込み

市場 市場

植防

一 般 的 な ケ ー ス

税関

通関検疫

１．和歌山産桃の輸出モデル

品品

 

目目

 

川中島白桃川中島白桃

数数

 

量量

 

５ケース（２０ｋｇ）５ケース（２０ｋｇ）

輸出日時輸出日時

 

８月８日（金）８月８日（金）

午前３時５分関空発午前３時５分関空発

輸輸 出出 先先

 

台湾（台北市）台湾（台北市）

品品

 

目目

 

巨峰巨峰

数数

 

量量

 

４ケース（１２ｋｇ）４ケース（１２ｋｇ）

輸出日時輸出日時

 

８月９日（土）８月９日（土）

午前３時関空発午前３時関空発

輸輸 出出 先先

 

香港香港

品品

 

目目

 

川中島白桃川中島白桃

数数

 

量量

 

５ケース（２０ｋｇ）５ケース（２０ｋｇ）

輸出日時輸出日時

 

８月１９日（火）８月１９日（火）

午前３時関空発午前３時関空発

輸輸 出出 先先

 

香港香港

２．大阪産ぶどうの輸出モデル

３．和歌山産桃の輸出モデル

関空深夜貨物便を活用することにより、近畿産農水産物輸出における関空深夜貨物便を活用することにより、近畿産農水産物輸出における

①物流の効率化①物流の効率化

 

②リードタイムの短縮②リードタイムの短縮

 

③品質保持を図る③品質保持を図る
国際物流効率化モデル事業国際物流効率化モデル事業

7



○臨時開庁手数料の廃止と臨時開庁申請手続の簡素化(関空においては手続き不要）

2008年度関税改正に反映された「貿易手続改革プログラム」

AEO（Authorized Economic Operators）運送者
＝コンプライアンスに優れた航空会社やフォワーダーには保税運送承認が不要に

運送承認 発送確認 到着確認

発送地（保税地域） 発送地（保税地域）外国貨物の運送

不要 不要 不要 ※財務省ＨＰより抜粋

制度面の取り組み（貿易改革プログラム）

¥１，９００／時 ¥１，９００／時¥２，１２５／時 ¥２，１２５／時

１７：００ ２２：０００５：００ ０８：３０

＜これまで＞

＜2008年度～＞

○AEO運送者制度の導入（保税運送に係る特例）

臨時開庁時間帯(開庁手続必要）

執務時間内

¥０

 

開庁時間

貿易手続改革プログラム（2008年４月１日施行）により、航空物流は更に便利に使いやすく

臨時開庁時間帯(開庁手続必要）

制度面の取組
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